
2016  べっぷ男女共同参画フォーラム 講演

託児サービス有（予約要）

育児は大変ですが、色々な発見があります。子どもや孫
たちから学ぶことがたくさんあることを経験されている
方は多くいらっしゃると思います。大切な子どもや孫たち
が“笑顔”になるための環境をつくるために私達ができる
ことは何か。
ファザーリングジャパンを設立し、“笑っている父親”
を増やすために日本各地で講演会を行い、最近は管理職
養成事業の「イクボス」で企業・自治体の研修を行う
など幅広く活躍されている安藤哲也さんを講師にお招き
します。父親・母親そして子どもたちの“笑顔”をつくる
ために、これまでに取り組んできた活動や思いについて
お話いただきます。

【PROFILE】1962年生。二男一女の父親。IT企業など9回の転職を経て、

2006年に父親支援事業を展開するNPO法人「ファザーリング・ジャパン」を

設立。2012年NPO法人「タイガーマスク基金」を立ち上げ代表理事に就任。

厚生労働省「イクメンプロジェクト推進チーム」顧問、内閣府「男女共同参画

推進連携会議」顧問。『できるリーダーはなぜメールが短いのか』（青春出版社）、

『笑顔のパパになれた理由』（廣済堂出版）他著書多数。

日時
会場

９月10日（土）10：00～12：00（入場無料）
ニューライフプラザ（県立社会教育総合センター）

「子育て・孫育て からの 自分育て
　    ～  Be happy and smile  ～」　

NPO法人ファザーリングジャパン
ファウンダー/代表理事

安藤  哲也さん

あすてっぷの愛称…「あす」は明日と英語で私たちを表すｕｓを意味し、「ステップ」は英語で足取りや歩調、そして
段階を表すｓｔｅｐ、また、「ぷ」は別府の「府」です。私たちの明日の未来の男女共同参画のまち別府を性別に
とらわれず、自分らしく自分の足取りで生きていこうという気持ちを込めています。
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男女共同参画の推進について、ご意見・ご質問をお寄せください。

湯のまち「べっぷ」
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～誰もが自分らしく輝くために～



「イクボス」とは？ ※１共働き等世帯数の推移

※２男性の育児・介護休暇について

（資料）平成27年別府市男女共同参画社会づくりに関するアンケート調査

「イクボス」の増加・職場の環境改善

全ての人が自分らしく輝く豊かな社会へ

「イクボス」とは、職場で共に働く部下のワークライフ
バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しな
がら、組織の業績も結果を出しつつ、自らも仕事と私生活
を楽しむことができる上司（経営者・管理職）のことを
指します。（もちろん男性だけでなく、女性も。）※

昭和55年以降、共働き世帯数は年々増加し、平成９年以降、

専業主婦世帯数を上回っています。（※１）

昨年実施した別府市男女共同参画社会づくりにおけるアン

ケート調査では、「男性が育児・介護休暇を取りづらいと

思う」と回答した人が７割（※２）を占めており、その

理由としては、女性が「職場に休暇を取りやすい雰囲気

がない」が最も多く、男性は「取ると仕事上周りの人に

迷惑がかかる」が最も多くなっていました。

今までの働き方が変わり、社員は多様な生き方、働き方が

でき、個々の能力を発揮できるようになります。

また、社員の満足度が高まり、事業所は生産性の向上や、

優秀な人材の確保が期待できます。

「イクボス」が増えると…

イクボス10ヶ条  

● 今後のあす・べっぷ主催講座のお知らせ ●

８/28（日）10:00～11:30 女性のための防災講座

■ 地域の女性防災士および18歳以上の女性　■ 無料　

● 地震などの災害時に、どうすればよいか女性の
　視点で考えます。防災に対する基本的な知識を
　深めましょう。

９月11日（日）～９月17日（土）は

「別府市男女共同参画週間」です。
男女がお互いに理解し、助け合っていくことが大切です。

この機会に一緒に考えてみましょう。

● 主催講座・その他の情報はあす・べっぷのホームページでも

　ご覧になれます。
■ 講師　別府市防災推進専門員　村野　淳子　氏
■ 場所　男女共同参画センターあす・べっぷ
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※参考：Fathering Japan HP 

現代の子育て事情を理解し、部下がライフ（育児）に時間を割くことに、理解を示していること。

ライフに時間を割いている部下を、差別（冷遇）せず、ダイバーシティな経営をしていること。

ライフのための社内制度（育休制度など）や法律（労基法など）を、知っていること。

管轄している組織（例えば部長なら部）全体に、ライフを軽視せず積極的に時間を割くことを推奨し、広めていること。

家族を伴う転勤や単身赴任など、部下のライフに「大きく」影響を及ぼす人事については、最大限の配慮をしていること。

育休取得者などが出ても、組織内の業務が滞りなく進むために、組織内の情報共有作り、チームワークの醸成、モバイルやクラウド化など、

可能な手段を講じていること。

部下がライフの時間を取りやすいよう、会議の削減、書類の削減、意思決定の迅速化、裁量型体制などを進めていること。

ボスからみた上司や人事部などに対し、部下のライフを重視した経営をするよう、提言していること。

イクボスのいる組織や企業は、業績も向上するということを実証し、社会に広める努力をしていること。

ボス自ら、ワーク・ライフ・バランスを重視し、人生を楽しんでいること。　
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当てはまる項目
がどれくらいある
かチェックして
みましょう！

あす・べっぷ


